
ト
ピ
ッ
ク
ス

7
～
9
Ｐ

・・・・・・・・・・・・・・
和
木
町
の
予
算

505
505

平
成
2
7
年

平
成
2
7
年

44
　
３
月
６
日
、春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
週
間
に
合
わ
せ
て
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
防
火
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
、４
歳
児
が
お
揃
い
の
法
被
姿
で
、岩
国
地
区
消
防
組
合
東
出
張
所
の
消
防
車
輌
を
含
む

３
台
の
消
防
車
に
誘
導
さ
れ
な
が
ら
、町
内
を
巡
回
。
園
児
ら
は
「
戸
締
り
用
心
、
火
の
用
心
」
と

元
気
い
っ
ぱ
い
に
歌
い
歩
き
、賑
や
か
に
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。



第1回

和
木
町
議
会
定
例
会施政方針演説をする米本町長

　

3
月
9
日
か
ら
23
日
ま
で
の
15
日
間
の
会

期
で
、「
平
成
27
年
第
1
回
和
木
町
議
会
定

例
会
」が
開
催
さ
れ
、報
告
１
件
、議
案
33
件
、

発
議
2
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
1
号

　

例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

※
監
査
委
員
か
ら
出
納
事
務
は
適
法
に
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
の
確
認
の
報
告
。

議
案
第
1
号

　

平
成
26
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
9
号
）

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
1
億
6
，

3
2
3
万
8
千
円
を
減
額
し
、
総
額
40
億

1
，
5
3
3
万
9
千
円
と
す
る
も
の
。

議
案
第
2
号

　

平
成
26
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

　
【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
1
，
1
8
8

万
7
千
円
を
減
額
し
、
総
額
7
億
5
，

2
3
8
万
円
と
す
る
も
の
。

議
案
第
3
号

　

平
成
26
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
6
0
1
万
1

千
円
を
減
額
し
、
総
額
1
億
3
4
2
万
8

千
円
と
す
る
も
の
。

議
案
第
4
号

　

平
成
26
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
1
，
9
6
0

万
円
を
減
額
し
、
総
額
2
億
5
，
7
3
2

万
6
千
円
と
す
る
も
の
。

議
案
第
5
号

　

平
成
26
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
2
，
3
6
9

万
9
千
円
を
減
額
し
、
総
額
5
億
3
，

7
5
2
万
8
千
円
と
す
る
も
の
。

※
議
案
第
1
号
か
ら
議
案
第
5
号
ま
で
の
平

成
26
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予
算
及

び
特
別
会
計
補
正
予
算
は
主
に
決
算
見
込

み
額
に
応
じ
て
調
整
し
た
も
の
。

議
案
第
6
号

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
等
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
７
号

　

和
木
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
職
務
に

専
念
す
る
義
務
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
8
号

　

和
木
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
議
案
第
６
号
か
ら
議
案
第
８
号
は
教
育
委

員
会
の
委
員
長
と
教
育
長
を
一
本
化
し
た

「
新
教
育
長
」
が
置
か
れ
る
こ
と
に
伴
い

改
正
及
び
制
定
す
る
も
の
。

議
案
第
9
号

　

和
木
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
に
よ
り
給
与

改
正
を
行
う
も
の
。

議
案
第
10
号

　

和
木
町
い
じ
め
問
題
対
策
協
議
会
等
の

設
置
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
の
規
定
に
よ

り
、
和
木
町
い
じ
め
問
題
対
策
協
議
会
お

よ
び
和
木
町
い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会
を

設
置
す
る
も
の
。

議
案
第
11
号

　

和
木
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
12
号

　

和
木
町
立
幼
稚
園
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て　

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
13
号

　

和
木
町
立
幼
稚
園
預
か
り
保
育
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
議
案
第
11
号
か
ら
議
案
第
13
号
及
び
議

案
第
16
号
・
17
号
は
こ
ど
も
子
育
て
支

援
法
の
施
行
に
伴
い
改
正
す
る
も
の
。

議
案
第
14
号

　

和
木
町
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
使
用
さ
れ
て
い
な
い
施
設
や
機
器
の
名

称
及
び
使
用
料
を
削
除
す
る
も
の
。

議
案
第
15
号

　

和
木
町
文
化
会
館
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て　　

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
文
化
会
館
の
開
館
時
間
を
８
時
30
分
に

す
る
も
の
。

議
案
第
16
号

　

和
木
町
保
育
所
条
例
の
全
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
　
【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
17
号

　

和
木
町
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育

に
関
す
る
利
用
者
負
担
額
を
定
め
る
条
例

に
つ
い
て　

　
【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
18
号

　

和
木
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
改
正
す
る
も
の
。
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議
案
第
19
号

　

和
木
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
介
護
保
険

料
を
改
正
す
る
も
の
。

議
案
第
20
号

　

和
木
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業

の
人
員
、
運
営
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
、

運
営
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
も
の
。

議
案
第
21
号

　

和
木
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に
係
る
人

員
等
の
基
準
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
包
括

的
支
援
事
業
の
実
施
に
係
る
人
員
等
の
基

準
を
定
め
る
も
の
。

議
案
第
22
号

　

和
木
町
道
海
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
墓
地
の
永
代
使
用
料
を
56
万
円
に
改
正
す

る
も
の
。
詳
し
く
は
21
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

議
案
第
23
号

　

和
木
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給

与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て【

賛
成
多
数
で
可
決
】

※
消
防
団
員
の
定
年
を
65
歳
ま
で
に
引
き
上

げ
、
報
酬
を
改
正
す
る
も
の
。

議
案
第
24
号　

　

平
成
27
年
度
和
木
町
一
般
会
計
予
算

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
25
号　

　

平
成
27
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算　

　
【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
26
号　

　

平
成
27
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算　

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
27
号　

　

平
成
27
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算　
　
　

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
28
号　

　

平
成
27
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算　
　
　
　
　

　
【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
29
号　

　

平
成
27
年
度
和
木
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

　
【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
議
案
第
24
号
か
ら
議
案
第
29
号
ま
で
の
平

成
27
年
度
和
木
町
一
般
会
計
予
算
及
び
特

別
会
計
予
算
の
詳
細
は
7
ペ
ー
ジ
か
ら
9

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議
案
第
30
号　

　

和
木
町
総
合
福
祉
会
館
の
指
定
管
理
者

の
指
定
同
意
に
つ
い
て
　
【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
和
木
町
総
合
福
祉
会
館
の
指
定
管
理
者
に

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
を
指
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

議
案
第
31
号　

　

和
木
町
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
の
指
定
管
理

者
の
指
定
同
意
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
和
木
町
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
の
指
定
管
理
者

に
和
木
町
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
管
理
協
会
を

指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

議
案
第
32
号　

　

和
木
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
町
道
の
認
定
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

議
案
第
33
号　

　

山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
の
共
同
処

理
す
る
事
務
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
の
非
常
勤
職

員
公
務
災
害
補
償
事
務
を
共
同
処
理
す
る

団
体
に
柳
井
市
を
加
え
る
た
め
改
正
す
る

も
の
。

発
議
第
１
号

　

和
木
町
議
会
基
本
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
条
例
の
検
証
及
び
見
直
し
に
つ
い
て
改

め
、
和
木
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
の

特
例
に
関
す
る
条
例
お
よ
び
和
木
町
議
会

災
害
対
策
要
綱
に
つ
い
て
盛
り
込
む
も
の
。

発
議
第
２
号

　

和
木
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て　

　
【
賛
成
多
数
で
可
決
】

※
広
報
常
任
委
員
会
（
定
数
5
）
を
広
報
広

聴
常
任
委
員
会（
定
数
9
）に
改
め
、ま
た
、

「
新
教
育
長
」
が
置
か
れ
る
こ
と
に
伴
い

必
要
な
改
正
を
す
る
も
の
。

厚
生
功
労
者
表
彰

　
次
の
方
々
が
、
満
100
歳
、
満
90
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
し

て
、
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す

よ
う
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

●
満
100
歳

　
3
月
30
日
　
浦
　
弘
子
さ
ん

●
満
90
歳

　
3
月
5
日
　
平
岡
一
正
さ
ん

　
3
月
10
日
　
林
　
貞
子
さ
ん

　
3
月
11
日
　
松
本
弘
子
さ
ん

　
3
月
20
日
　
岡
田
　
淳
さ
ん

　
3
月
25
日
　
藤
川
君
江
さ
ん

　
3
月
26
日
　
中
岡
浩
史
さ
ん
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吉賀尊博さん

小学校でシイタケの植菌作業の指導

　

昨
年
８
月
の
豪
雨
災
害
に
お
け
る
和
木
町

消
防
団
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
消
防
庁
長
官

か
ら
防
災
功
労
者
消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

和
木
町
消
防
団
は
、
救
助
ボ
ー
ト
に
よ
る

住
民
救
出
、
飲
料
水
等
の
物
資
輸
送
、
道
路

の
土
砂
・
汚
泥
の
除
去
、
作
業
車
の
搬
入
誘

導
等
、
様
々
な
活
動
を
行
い
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
に
懸
命
に
活

動
し
ま
し
た
。

　

受
賞
に
あ
た
り
、
消
防
団
長
の
天
羽
さ
ん

は
「
災
害
対
応
で
は
、
多
く
の
方
々
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
活

動
を
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
賞
を
い

た
だ
い
た
こ
と
も
嬉
し
い
で
す
が
、
皆
さ
ん

の
お
役
に
立
て
た
こ
と
が
一
番
の
喜
び
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
団
員
の
皆
さ
ん
に

も
、
あ
り
が
と
う
と
伝
え
ま
し
た
」
と
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

防
災
功
労
者
消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
賞

　

2
月
20
日
、
全
国
子
ど
も
会
育
成
中
央
会

議
・
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
、
吉
賀
尊
博
さ

ん
（
瀬
田
3
丁
目
）
が
全
国
子
ど
も
会
連
合

会
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
表
彰

は
、
20
年
以
上
指
導
者
、
育
成
者
と
し
て
子

ど
も
会
活
動
に
携
わ
り
、
和
木
町
の
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

吉
賀
さ
ん
は
、
地
区
子
ど
も
会
役
員
、
和

木
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
副
会
長
を

歴
任
さ
れ
、
平
成
5
年
か
ら
平
成
13
年
ま
で

は
会
長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

全
国
子
ど
も
会
連
合
会
表
彰
受
賞

　

ま
た
、
現
在
も
顧
問
と
し
て
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
和
木
町
の
子
ど
も

達
が
明
る
く
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
た

め
、
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

3
月
15
日
か
ら
和
木
町
文
化
協
会
主
催
の

絵
画
美
術
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

絵
画
美
術
展
覧
会
は
、
昨
年
の
町
制
施
行

40
周
年
を
機
に
開
催
さ
れ
今
年
で
2
回
目
。

　

福
岡
県
宗
像
市
か
ら
東
広
島
市
ま
で
の
高

校
生
、
一
般
合
わ
せ
て
昨
年
を
上
回
る
１
９

１
点
も
の
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

館
内
に
は
、す
べ
て
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、

油
絵
・
水
彩
・
パ
ス
テ
ル
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

技
法
に
よ
る
力
作
に
来
館
者
は
し
ば
し
見

入
っ
て
い
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
大
　
賞
】
久
本　

徳
夫
（
岩
国
市
）

【
優
秀
賞
】
中
谷　

孝
史
（
平
生
町
）

【
奨
励
賞
】
川
嵜　

哲
郎
（
岩
国
市
）

【
奨
励
賞
】
前
田　

珠
紀
（
廿
日
市
市
）

ま
ち
の
話
題

和
木
絵
画
美
術
展
覧
会
を
開
催

　

3
月
6
日
、
平
成
26
年
度
緑
化
功
労
者
が

発
表
さ
れ
、
和
木
町
里
山
研
究
会
の
明
本
收

二
会
長
が
国
土
緑
化
推
進
機
構
会
長
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
本
さ
ん
は
里
山
研
究
会
の
前
身
の
和
木

町
林
業
研
究
会
の
発
足
時
の
メ
ン
バ
ー
で
、

森
林
の
整
備
や
子
ど
も
た
ち
に
森
林
の
大
切

さ
を
伝
え
た
る
な
ど
の
活
動
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

同
会
で
は
、
小
学
生
に
シ
イ
タ
ケ
栽
培
を

指
導
し
た
り
、
中
学
生
と
竹
林
整
備
や
竹
炭

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
本
町
の
緑
化
推
進
に
ご
尽
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

緑
化
功
労
者
表
彰
受
賞大賞を受賞した久本さん（右）
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町
内
の
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所

で
卒
業
式
、
卒
園
式
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
、
卒
園
児
は
先
生
か
ら
名
前
を
呼

ば
れ
る
と
、
大
き
な
声
で
返
事
を
し
、
卒
業

（
園
）
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
卒
業
生

ま
ち
の
話
題

学
び
舎
か
ら
の
旅
立
ち

の
別
れ
の
こ
と
ば
や
歌
は
、
会
場
い
っ
ぱ
い

に
響
き
、
恩
師
や
家
族
、
在
校
生
に
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

　

卒
業
・
卒
園
・
修
了
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。

3/20 和木小学校卒業式
卒業生　65人（男子36人、女子29人）

3/12 和木中学校卒業式
卒業生　58人（男子28人、女子30人）

3/19 和木幼稚園卒園式
卒園児　70人（男児34人、女児36人）

3/263/26 和木保育所修了式
修了児　25人（男児9人、女児16人）

　

2
月
27
日
、
山
口
東
農
業
協
同
組
合
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
（
田
尾
勲
会
長
）
へ
米

2
俵
（
1
2
0
㎏
）
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
尾
会
長
は
「
素
晴
ら
し
い
お
米
を
い
た

だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
給
食
配
食

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
高
齢
者
の
方
々
の
笑
顔

が
目
に
浮
か
び
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

山
口
東
農
協
か
ら
寄
贈

　

役
場
ロ
ビ
ー
と
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
入
口

に
災
害
対
応
自
動
販
売
機
を
設
置
し
ま

し
た
。

　

こ
の
自
動
販
売
機
は
災
害
時
な
ど
に
支
援

物
資
と
し
て
飲
料
物
の
提
供
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
手
回
式
自
家
発
電
機
を
備
え

た
も
の
で
す
。
停
電
時
、
ハ
ン
ド
ル
を
回
す

こ
と
で
発
電
し
、
飲
料
物
を
提
供
や
携
帯
電

話
の
充
電
も
で
き
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

災
害
対
応
自
販
機
設
置

　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
社
会
福

祉
協
議
会
（
田
尾
勲
会
長
）
主
催
の
「
高
齢

者
ふ
れ
あ
い
親
睦
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
和
木
駐
在
所
の
木
村
所
長
に

よ
る
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
、

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対
応
方
法
な
ど
を

学
び
、
午
後
は
和
木
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
よ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
優
し
い
音
色

が
会
場
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
親
睦
会
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ま
ち
の
話
題

健
康
づ
く
り
講
演
会
を
開
催

　

2
月
27
日
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
中
村

ク
リ
ニ
ッ
ク
平
野
雅
俊
先
生
が
「
糖
尿
病
と

い
わ
れ
た
ら
」
に
つ
い
て
講
演
。
70
名
が
受

講
し
ま
し
た
。
5
人
に
1
人
が
糖
尿
病
や
、

糖
尿
病
の
予
備
軍
と
言
わ
れ
て
い
る
身
近
な

病
気
。
怖
い
3
大
合
併
症
の
「
し
め
じ
」

（
し
：
神
経
障
害
、
め
：
目
の
網
膜
症
、
じ
：

腎
症
）
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
食
事
と

運
動
が
大
切
で
、
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
3

つ
の
「
あ
」（
ア
ル
コ
ー
ル
・
油
も
の
・
甘

い
も
の
）
に
気
を
付
け
て
」
と
わ
か
り
や
す

く
説
明
。
最
後
に
、
1
年
に
1
回
は
血
糖
値

の
検
査
（
特
定
健
診
）
を
う
け
、
糖
尿
病
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

鈴木智也さん

　

2
月
23
日
、
一
般
社
団
法
人
山
口
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
岩
国
支
部（
三
紙
庄
一
支
部
長
）

の
皆
さ
ん
が
和
木
町
を
訪
ね
、
和
木
小
学
校

全
児
童
に
「
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
」
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク

の
日
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
が
描
か

れ
て
い
て
、
和
木
小
学
校
４
年
重
松
乃
々
香

さ
ん
の
作
品
「
地
球
ホ
ス
ピ
タ
ル
ト
ラ
ッ

ク
」
も
あ
り
ま
す
。

　

ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
寄
贈

　

３
月
12
日
、
役
場
で
、
今
春
航
空
自
衛
隊

に
入
隊
予
定
の
鈴
木
智
也
さ
ん
（
関
ヶ
浜
1

丁
目
）
の
激
励
会
を
行
い
、
町
か
ら
記
念
品

を
贈
り
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、「
和
木
町
民
と
し
て
の
誇

り
を
も
っ
て
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
過
酷
な
訓
練
や
任
務
が
待
ち
受

け
て
い
ま
す
が
、
日
本
国
の
平
和
、
国
民
の

安
心
、
安
全
な
生
活
を
守
っ
て
く
れ
る
よ
う

健
康
に
気
を
付
け
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
ち
の
話
題

自
衛
隊
入
隊
予
定
者
を
激
励

　

3
月
24
日
、
和
木
町
地
域
振
興
協
会
の
設

立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
地
方
創
生
事
業
の
一
環
で
、
商

工
会
が
行
っ
て
い
た
地
域
振
興
事
業
を
一
般

社
団
法
人
と
し
独
立
さ
せ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
観
光
事
業
・
メ
デ
ィ
ア
事
業
を
推

進
す
る
こ
と
で
、
地
域
振
興
を
図
り
ま
す
。

【
場
所
】

　

和
木
町
役
場
議
会
棟
（
元
町
民
相
談
室
）

【
主
な
事
業
】

・
地
域
振
興
事
業
（
蜂
ヶ
峯
活
性
化
事
業
、

特
産
品
開
発
事
業
、
地
域
間
交
流
事
業
、

イ
ベ
ン
ト
企
画
運
営
事
業
）

・
観
光
事
業
（
Ｐ
Ｒ
事
業
、
マ
ッ
プ
作
成
事

業
、
体
験
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
事
業
）

・
メ
デ
ィ
ア
事
業
（
和
木
チ
ャ
ン
ネ
ル
運
営

事
業
）

ま
ち
の
話
題

地
域
振
興
協
会
設
立

蜂ヶ峯総合公園の
バスケットコートについて

【提言】
　バスケットゴールを作っていただきありがとう

ございます。しかし、コートが土のため、目に砂

が入ったり、服が汚れたり、ボールが跳ねなかっ

たりします。コンクリートで埋めてください。お

願いします。

【回答】
　ご提言のバスケットコートは、平成 25 年に設置

してほしいという提言に基づいて検討し、平成 26

年末に設置したものです。今回いただいたご提言

についても今後検討を行いたいと思います。これ

からも多くの皆さまに蜂ヶ峯総合公園を安全・快

適に利用していただける

よう、施設の改善に努め

てまいります。ご提言い

ただきありがとうござい

ました。
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公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

開

票

　

選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

代

理

投

票

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

投
票
が
出
来
る
方

投

票

場

所

投
票
所
入
場
券

投

票

時

間

　

4
月
12
日
は
山
口
県
議
会
議
員
一
般
選

挙
、
4
月
26
日
は
和
木
町
議
会
議
員
一
般

選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
は
、
山
口
県
や
和
木
町
の
進

路
を
決
め
る
人
を
選
ぶ
、
身
近
で
極
め
て

大
切
な
選
挙
で
す
。
棄
権
を
し
な
い
で
、

必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

い
ず
れ
の
選
挙
も
７
時
か
ら
20
時
ま
で

　

投
票
場
所
は
有
権
者
あ
て
に
郵
送
さ
せ

て
い
た
だ
く
投
票
所
入
場
券
に
記
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

県
議
会
議
員
一
般
選
挙
と
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
投
票
所
入
場
券
は
、
色
を
区

別
し
、
郵
便
に
よ
り
お
届
け
し
ま
す
。
入

場
券
に
記
載
し
て
あ
る
投
票
所
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

○
投
票
所
入
場
券
が
届
い
た
方
で
も
、
次

に
該
当
す
る
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

・
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
で
、
投
票
す
る

日
ま
で
に
山
口
県
外
に
転
出
し
た
方

・
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
で
、
投
票
す
る

日
ま
で
に
和
木
町
外
に
転
出
し
た
方

「
県
議
会
議
員
選
挙
」

○
和
木
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
の
う
ち
、
平
成
7
年
4
月
13
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
平
成
27
年
1

月
2
日
以
前
か
ら
和
木
町
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

○
和
木
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
で
、
投
票
日
ま
で
に
山
口
県
内

の
他
の
市
町
に
住
所
を
移
転
し
た
方
。

た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
住
所
の
移
転
は

1
回
に
限
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方

は
、
移
転
先
の
市
町
に
居
住
し
て
い
る

旨
の
証
明
書
を
提
示
し
な
け
れ
ば
投
票

で
き
ま
せ
ん
。

「
町
議
会
議
員
選
挙
」

○
和
木
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
の
う
ち
、
平
成
7
年
4
月
27
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
平
成
27
年
1

月
20
日
以
前
か
ら
和
木
町
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

〈
共
通
〉

※
修
学
の
た
め
、
町
外
の
寮
、
下
宿
等
に

居
住
し
て
い
る
学
生
・
生
徒
の
住
所
は
、

特
段
の
理
由
が
な
い
限
り
、
そ
の
寮
、

下
宿
等
の
所
在
地
に
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
た
め
、両
選
挙
と
も
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

投
票
日
に
、
用
事
や
旅
行
等
で
投
票
所

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
次
の
期

間
中
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

他
の
市
町
村
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
方
や
病

院
・
老
人
ホ
ー
ム
に
入
院
・
入
所
さ
れ
て

い
る
方
は
、
不
在
者
投
票
制
度
が
ご
利
用

で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
の
期
間
▼

　
「
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
」

　
　

4
月
4
日
㈯
〜
4
月
11
日
㈯

　
「
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
」

　
　

4
月
22
日
㈬
〜
4
月
25
日
㈯

時
　
間
▼
8
時
30
分
〜
20
時

場
　
所
▼
役
場
議
会
棟
委
員
会
室

持
参
す
る
も
の
▼

　

投
票
所
入
場
券
（
届
い
て
い
る
場
合
）

※
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

文
字
の
書
け
な
い
方
や
身
体
の
障
害
等

に
よ
り
自
分
で
投
票
で
き
な
い
方
は
、
投

票
所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
係

員
が
あ
な
た
に
代
わ
っ
て
投
票
用
紙
に
記

入
し
ま
す
。

　

こ
の
場
合
も
、
投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

県
議
会
議
員
一
般
選
挙
、
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
ご
と

に
町
内
26
か
所
に
公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示

場
を
壊
し
た
り
、
貼
っ
て
あ
る
ポ
ス
タ
ー

を
破
っ
た
り
す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
掲

示
板
が
壊
れ
て
い
た
り
、
ポ
ス
タ
ー
が
破

れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
町
選

挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
」

　
日
時
▼
4
月
12
日
㈰　

20
時
50
分
〜

　
場
所
▼
和
木
町
体
育
セ
ン
タ
ー

「
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
」

　
日
時
▼
4
月
26
日
㈰　

20
時
50
分
〜

　
場
所
▼
和
木
町
体
育
セ
ン
タ
ー

　

和
木
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
☎
52
ー
2
1
3
6　

内
線
3
0
6
）

４
月
12
日
山
口
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

４
月
26
日
和
木
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

6



　今年度予算の特徴として、まずハード面では、和木幼稚園・保育所の建替事業に要する経費、防災行政
無線のデジタル化工事、瀬田・関ヶ浜分館の建替に係る基本設計業務などが予算に盛り込まれています。
　次に、ソフト事業としては、防災メールの導入、放課後児童クラブの土曜日開所時間の延長に係る経費、小・
中学生を対象とした漢字検定料の助成、中学生を対象とした数学検定料の助成、高校生を対象とした海外
留学助成金などが新規予算として盛り込まれています。

　前年度当初予算と比較して、一般会計の予算総額が３２．１％の大幅な増額となっています。これは、和木幼稚園・
保育所の建替事業に伴う用地取得に要する経費が、増加の大きな要因となっています。
　一方、簡易水道事業特別会計と公共下水道事業特別会計の予算は、前年度と比較して、約１０％前後の減額となっ
ています。これは、前年度に老朽化した管や施設の改修等に必要な経費を計上していたことが、減額の要因となっ
ています。
　国民健康保険特別会計、介護保険特別会計、後期高齢者医療特別会計については、いずれも保険給付費等の伸び
により、対前年度と比較して増額の予算となっています。

○各会計の予算総額 （単位：千円）

国 民 健 康 保 険

簡 易 水 道 事 業

公 共 下 水 道 事 業

介 護 保 険

保 健 事 業 勘 定

サ ー ビ ス 事 業 勘 定

後 期 高 齢 者 医 療

小 計

一 般 会 計

合　　　　　　　計

会　　計　　名

4,606,755

793,916

88,270

241,802

550,843

548,330

2,513

95,612

1,770 ,443

6,377 ,198

3,486 ,267

698,600

98,319

266,926

513,735

511,234

2,501

91,247

1,668 ,827

5,155 ,094

1,120 ,488

95,316

▲ 10,049

▲ 25,124

37,108

37,096

12

4,365

101,616

1,222 ,104

32.1

13 .6

▲ 10.2

▲ 9.4

7 .2

7 .3

0 .5

4 .8

6 .1

23 .7

平成27年度 平成26年度 差　　引 伸び率（％）

特

別

会

計

※一般会計…税金を主な収入とし、福祉や教育など、まちの基本的な事業にかかる経費の会計。

※特別会計…国民健康保険や介護保険、上下水道といった特定の事業で、保険料など特定の収入により
まかなわれ、一般会計と区分して経理する会計。

今年度の予算の総額は？

予算の総額は６３億７,７１９万８千円になります。内訳は下表のとおりです。

平成 27年度の和木町の当初予算が、和木町議会３月定例会において可決されました。
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町税
1,409,435
30.6%

人件費
629,816
13.7% 公債費

390,809
8.5%

扶助費
353,657
7.7%

投資的経費
572,323
12.4% 物件費

849,339
18.4%

補助費等
333,129
7.2%

操出金
319,188
6.9%

災害復旧費
168,200
3.7%

その他
990,294
21.5%

地方譲与税等
150,290  3.3%

諸収入等
986,345
21.4%

繰越金
20,000
0.4%

使用料及び手数料
142,880
3.1%

国・県支出金
864,776
18.8%

地方債（借金）
312,900
6.8%

地方交付税
550,000
11.9%

依存財源  40.8％

自主財源  59.2％

（単位：千円） （単位：千円）

義務的経費
29.9％

繰入金
170,129
3.7%

収入 支出

どんな収入があるの？どんな性質の経費に使われるの？

一般会計の収入の内訳及び予算の使いみち（支出）については、
下のグラフをご覧ください。

○公債費
　借金の返済に充てる経費のことです。
　○扶助費
　児童手当や福祉医療費などが含まれます。
　○物件費
　需用費、委託料などが含まれます。
　○補助費等
　各種団体への補助金などが含まれます。
　○繰出金
　一般会計から特別会計への補てん金のことです。
　○投資的経費
　公共施設を整備するための経費です。本年度は、
和木幼稚園・保育所の建替事業、防災行政無線の
デジタル化工事などが含まれます。
　○災害復旧費
　平成 26 年 8 月 6 日の豪雨災害の復旧に要する
経費です。
　○その他
　主に土地開発公社への貸付金などが含まれます。

　　＜義務的経費＞ 
　義務的経費とは、人件費や公債費、扶助費
などの支出が義務付けられ任意に削減できな
い経費のことを意味します。

○町税
　一番大きな割合を占めているのが税金で、町の
収入の３割以上を占めています。景気の低迷が続
く中、企業からの税収は最低水準を推移しています。
　
○地方交付税
　国が集めた国税の一部が一定の基準で県や市町
村に交付されます。
　多くの市町村では、地方交付税が大きな割合を
占めますが、和木町は税収が多いため、その割合
は他の市町村に比べて低くなっています。
　
○ 諸収入等   
　他の収入科目に含まれない収入をまとめたもの
です。和木町では、土地開発公社への貸付金の元
利収入が大きな割合を占めています。
　
○自主財源と依存財源
　自主財源とは、和木町が自主的に収入する財源
のことを意味し、依存財源とは、国や県から交付
されたり、割り当てられたりして収入する財源の
ことを意味します。

8



どんな事業に使われるの？

一般会計での予算の使いみちを町民１人あたりに換算し、目的別にみると以下のようになります。

目　　的

議　会　費 11,200円 1.6%

229,800円 32.2%

124,800円 17.5%

42,300円 5.9%

200円 0.1%

2,600円 0.4%

56,200円 7.9%

37,600円 5.3%

119,200円 16.7%

25,300円 3.5%

60,500円 8.5%

3,100円 0.4%

712,800円 100.0%

農林水産業費

商　工　費

災害復旧費

教　育　費

消　防　費

予　備　費

合　計　額

総　務　費

公　債　費
〔借金の返済に充てる費用〕

今年度の重点施策
町民1人あたりの
予算額及びその割合

○番号法制度対応に係るシステム改修等
○総合計画策定事業

○商工会への補助金

○平成26年8月6日豪雨災害の復旧費用

○子ども安心医療（中学生までの医療費無料）
○福祉医療制度一部負担金の全額助成
○出産祝金
○放課後児童クラブ事業（土曜日開所時間延長）
○ねんりんピック開催経費

○中学校、高校３年生を対象としたインフルエンザ予防
接種料の全額助成
○集団がん検診等の自己負担の全額助成
○風疹抗体検査予防接種の助成金
○岩国市ごみ焼却施設建設負担金
○コミュニティセンター太陽光パネル設置工事
○家庭用燃料電池設置費の補助金

○町道の改良工事
○蜂ヶ峯総合公園の施設や遊具の整備
○町営緑ヶ丘住宅の基本設計

○防災メールの導入
○防災行政無線デジタル化工事
○岩国地区消防組合新庁舎建設負担金

○小・中学生、高校生の英語検定料助成
○小・中学生の漢字検定料助成
○中学生の数学検定料助成
○高校生の語学留学助成金
○小学校・中学校のＩＣＴ教育推進のための整備
○小学校農園整備事業
○和木幼稚園・保育所建替事業
○世界スカウトジャンボリーに要する経費
○分館整備事業

衛　生　費
町民の健康やごみ処理の

ための費用

土　木　費
 町道、公園の整備や町営住宅

などに使われる費用

〔一般的な事務費や財産管理費など〕

民　生　費
〔社会福祉のための費用〕
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　JR 和木駅西口にフラップ式の駐車場（５台分）

の整備が終わり、４月からご利用いただけます。

和木駅西口駐車場の使用開始
　平成２６年度石油貯蔵施設立地対策等補助金によ

り、道路施設、共同利用施設、消防防災施設を整備

しました。火災等の災害に備えて、資機材搬送車、

消防団の可搬ポンプを更新整備しました。また、コ

ミュニティセンター駐車場や道路等が、以前よりも

利用しやすくなりました。工事の期間中は皆さまの

ご協力をいただき、ありがとうございました。

和木町内の街灯等を整備

防犯カメラ 防災カメラ

防災カメラ、防犯カメラを設置しました

○防災カメラ…小瀬川や瀬田川、関ヶ浜川周辺に防災カメラを設置し、リアルタイムで河川状況や河川水位

　　　　　　等の情報提供を行います。

○防犯カメラ…町民の皆さんが安全に安心して暮らせるまちづくりのため、町内の交差点や道路沿いに防犯

　　　　　　カメラを設置し、犯罪発生の抑止を図ります。

※防災カメラの映像は、ケーブルテレビ和木チャ

ンネル等で随時、放映する予定としています。

防犯カメラにより記録された画像は、プライバ

シーの保護等に配慮するとともに、警察から要

請を受けた場合等に限り、記録画像を提供する

こととします。

問合せ▶企画総務課（☎５２−２１３６）
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出　演▶アミューズ・クインテット
日　時▶６月２１日（日）１４時～１６時
　　　　　　　　　　　　（開場１３時３０分）
場　所▶和木町文化会館
内　容▶映画音楽から本格クラシックまで。木管五
重奏による、楽しく、温かなぬくもりのあるサウ
ンドをお届けします。
入場料▶一般１, ０００円　高校生以下５００円
　　　　（全席自由）
〔本コンサートは（公財）三井住友海上文化財団の助
成により低料金に設定しています〕
※未就学児の入場はご遠慮ください。
チケット販売▶４月１３日（月）８時３０分発売開始
販売場所▶和木町文化会館
問合せ▶和木町教育委員会
　　　　（☎５３-３１２３）

「アミューズ・
クインテット　コンサート」
「アミューズ・
クインテット　コンサート」

木のぬくもり
～木管五重奏の温かな音色に癒される～

（三井住友海上文化財団派遣コンサート）

　オレンジカフェは「認知症を予防したいと思っ
ている人、認知症の人、介護をしている人、話し
相手が欲しい人等」どなたでも気軽に立ち寄るこ
とができるカフェです。ゆっくりとお茶を飲みな
がら、運動やレクリエーション、情報交換など楽
しい時間を一緒に過ごしませんか。
　専門職スタッフに認知症のことや医療・介護の
こと、日々の生活で心配なことなども気軽に相談
できます。
※認知症地域支援推進員（認知症の人やその家族
を支援する相談業務等を行う専門職）を地域包
括支援センターに配置しました。
日　時▶４月 20 日（月）13 時 30 分～ 15 時
　　　　（時間内　出入り自由）
※月に１回開催予定です。広報の「オレンジカフェ
だより」にて日時をお知らせします
会　場▶保健相談センター
参加費▶３００円（飲み物とおやつ代）
問合せ・申込み▶地域包括支援センター

（☎５２－２１９６）

オレンジカフェがオープン

　蜂ヶ峯総合公園のミニＳＬの客車３輌が新しくなりました。
　新客車は屋根が高く、車椅子での乗車も可能（２輌のみ）と
なり、お子さまからお年寄りまで、多くの方々が利用できる施
設となりました。
　ぜひ、ご家族そろってお越しください。

蜂ヶ峯総合公園
『ミニＳＬ（客車）』リニューアル

　

桜
の
開
花
時
期
に
合
わ
せ
て
、
役
場
裏

の
枝
垂
れ
桜
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

幻
想
的
な
雰
囲
気
の
夜
桜
を
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

点
灯
期
間
　
日
没
後
〜
22
時

夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

国
土
地
理
院
が
毎
年
10
月
1
日
現
在

の
全
国
都
道
府
県
市
区
町
村
別
の
面
積

を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
か
ら
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
地

図
と
自
然
変
化
を
反
映
し
た
海
岸
線
の

デ
ー
タ
を
用
い
て
面
積
を
計
測
し
て
い

ま
す
。

　

面
積
の
計
測
方
法
の
変
更
と
計
測
の

基
礎
と
な
る
地
図
の
切
り
替
え
に
よ

り
、
和
木
町
の
面
積
は
10
・
56
㎢
か
ら

10
・
58
㎢
に
変
わ
り
ま
し
た

和
木
町
の
面
積
が
変
わ
り
ま
し
た

　

和
木
町
で
は
英
語
教
育
に
対
す
る
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、
山
口
大
学
と
連
携

し
て
実
施
す
る
英
語
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
す
る
高
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

【
留
学
期
間
】（
予
定
）

　

8
月
9
日
㈰
〜
8
月
22
日
㈯

【
留
学
先
】
フ
ィ
リ
ピ
ン
セ
ブ
島

（
日
本
人
が
経
営
す
る
語
学
院
で
の
研
修
）

【
募
集
人
員
】

　

和
木
町
に
住
所
を
有
す
る
高
校
生
３
名

【
選
考
等
】

　

応
募
者
多
数
の
場
合
、
選
考
又
は
抽
選

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

【
助
成
内
容
】
一
人
あ
た
り
概
算
費
用
約
30

万
の
う
ち
の
約
15
万
円
を
助
成

【
申
込
期
間
】
4
月
1
日
㈬
〜
5
月
29
日
㈮

【
問
合
せ
】
和
木
町
教
育
委
員
会

（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

 

平
成
27
年
度

　
語
学
留
学
生
募
集
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コミュニティスクール便り

　コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）とは、保護者や地域住民等が学校運営に参画し、
学校と地域が協働して子どもを育てる仕組みのことです。
　学校と地域住民等がみんなでよく考え、話し合い ( 熟議 )、子どもの教育に関して、同じ目標に向かっ
て、一緒になって活動し ( 協働 )、校長を中心に、人をつなぎ、学校の組織としての力をうまく引き出
すこと ( 学校のマネジメント ) を通して、子どもの豊かな学びを確保するとともに、学校に関わる大人

たちの成長も促し、ひい
ては地域の絆を深め、地
域作りの担い手を育てて
いくことをねらいとして
います。
　昨年の４月から、「学力
向上部会」「心の教育部会」
「体力向上部会」の３部会
で、地域との協働による
取組を進めてきました。
　これからも開かれた学
校を築いていくために、
地域の方々との連携を進
めていきます。
　来月号から各部会の活
動を紹介します。

和木町コミュニティ・スクールとは

　就学援助制度とは、経済的な理由により就学困難な児童生徒の保護者に対し、学用品費・校外活動
費の一部など必要な援助を行う制度です。
《申請要件》
１　生活保護を受けている人
２　26 年度又は 27 年度において、次の措置を受けた人など、生活保護を必要とする人に準ずる程
度に生活に困窮している人。
⑴　生活保護の停止又は廃止を受けた世帯
⑵　市町村民税の非課税世帯
⑶　児童扶養手当を支給されている母子世帯 ( 児童手当ではない )
⑷　国保・国民年金保険料の減免措置を受けている世帯
⑸　その他の理由で、生活状態が極めて悪いと認められる世帯

《提出書類》
１　就学援助費交付申請書兼世帯表 ( ホームページまたは教育委員会にて入手できます )
２　上記の申請要件に該当する場合は、下記の書類を添付書類して下さい。
⑴　１の場合･･･生活保護証明書
⑵　２-⑵の場合･･･町民税課税証明書
⑶　２-⑶の場合･･･児童手当証書の写し
⑷　２-⑴･⑷･⑸の場合･･･関係機関が発行する証明書類の写し

《提出・申込先》和木町教育委員会（文化会館 1 階） ☎ 5 3－3 1 2 3
《提出期限》４月 24 日（金）
※申請書は、和木町教育委員会窓口または和木町ホームページにて入手できます。

就学援助制度のお知らせ
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445

町子連「意見交換会」
　３月４日、文化会館において、和木町子ども会育
成連絡協議会（吉田浅美会長）の主催で「意見交換会」
が開催されました。
　町子連の活動報告とともに、単位子ども会から行
事に関して趣向を凝らした取組の報告がされまし
た。自治会や他の単位子ども会など、他団体との交
流を積極的に行うといった取組も紹介されました。
　単位子ども会からの要望として、子どもに体験や
指導をしてくれる「講師リスト」のようなものがあ
ればもっと多用な取組ができるのではないかという
ものがありました。本町には様々な特技をもった方
がいらっしゃいますので、子ども会活動を盛り上げ
るためにご協力いただけると幸いです。

社会教育委員会議

わきスクールガード登録者募集

放課後子ども教室
　　　「わきあいキッズ」募集

　３月２４日、文化会館において社会教育委員会議（沖
道明議長）が開催され、２６年度の活動報告がされま
した。
　会議の中で示された各所管での成果や課題、委員か
らの意見を２７年度の活動に生かしていきたいと思い
ます。

　今年度も放課後子ども教室「わきあいキッズ」を実
施します。
　対象は和木小学校の児童及び町内在住の小学生です。
　実施要項を４月中旬までに小学校を通じて配布、締
め切りを４月２０日の予定にしております。詳しくは、
実施要項をご覧ください。
　和木小学校以外の町内在住の小学生につきましては、
教育委員会に直接お越しください。

　登下校の子ども達へのあいさつや、散歩や買物に合
わせての見守りなど、無理のない範囲で、子ども達の
見守り活動をお願いします。
　わきスクールガード活動の基本は「できる人が、で
きる時に、できる事を」です。スクールガード登録者
を増やし、地域の「目」で子ども達を見守りましょう。
申込み・問合せ▶教育委員会（☎５３－３１２３）

文化財保護審議会
　２月２０日、文化会館において文化財保護審議会
（正中克磨会長）が開催され、今年度の文化財関連
事業と来年度の予定についての報告が行われまし
た。
　昨年８月に「疫神社の疫払い祭礼（町指定無形民
俗文化財）」で使用するタブノキが折れたことに関
して、倒木撤去と樹勢回復を行いましたが、今後、
祭礼をどのように行うのかについて委員から意見が
出されました。祭礼の方法については、保存会に相
談して判断していただくことになります。
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仁志耕一郎著
堀川アサコ著
片川優子著
門井慶喜著
伊岡瞬著
又吉直樹著
加藤廣著

よしもとばなな著
林真理子著
澤田ふじ子著

くすのきしげのり作・吉田尚令絵
平田昌広文・平田景絵

　
みやにしたつや作・絵

　
アニタ・ローベル作・絵　まつかわまゆみ訳

あずみ虫作・絵

　エリック・バークレー作・絵　木坂涼訳
五味太郎作・絵

佐藤さとる作・岡本順絵
宮西達也作・絵

＜CD＞
☆20/家入レオ
☆Every Cheering Songs/Every Little Thing
☆GENERATION EX/GENERATIONS
☆ソナポケイズム⑤/ソナーポケット
☆White/NEWS
☆EPIC DAY/B‘z
☆シェネル・ワールド/シェネル

＜一般書＞
『家康の遺言』
『大奥の座敷童子』
『ただいまラボ』
『東京帝大叡古教授』　
『ひとりぼっちのあいつ』
『火花』
『利休の闇』

『小さな幸せ46こ』　
『マリコ、カンレキ！』
『公事宿事件書留帳　冤罪凶状』

＜児童書・絵本＞
『ぼくのジィちゃん』　
『しろがくろのパンダです。』　
『ちっちゃなトラック　レッドくんとイエローくん』
　
『ニニ、まいごになる』　

『おべんとう　だれと　たべる？』　
『めがねがなくてもちゃんとみえてるもん！』
　
『ヒト　二　ツイテ』　
『えんぴつ太郎のぼうけん』　
『やさしさとおもいやり』

開館時間　平日▶９時３０分～１８時１５分（貸し出しは１８時まで）
　　　　　土日▶９時３０分～１７時（貸し出しは１６時４５分まで）

○は「ゆびとま」おはなし会の日
■に白字は図書館休館日

募集人員▶１名
契約期間▶平成２７年５月１日～
　　　　　平成２８年３月３１日（更新あり）
勤務日時▶平日（火曜日～金曜日）１６時１５分～１８時１５分
※随時、半日及び１日勤務の日もあり
賃　　金▶時給７２５円
勤務内容▶図書館窓口業務等
応募条件▶６２歳以下で町内在住かつパソコン操作が出来る方
申し込み▶履歴書を総合コミュニティセンター窓口に提出し
てください。

募集期限▶４月１５日（水）
決定方法▶面接※日程は後日連絡します。
問 合 せ▶総合コミュニティセンター（☎５２－２１９１）

図書館臨時職員募集

４月の休館日

6
13

1
8
15

20

2
9
16

3
10

4
11
1812

19
26 27 28 29 30

7
14

22 23 24 2521
17

5

自分だけのお気に入りの一冊をみつけたり…
好きな絵本をもう一度かりて読んでみたり…
ぜひ、たくさんの本を手にとって本のよさを
感じてみてください♪

☆４月23日～５月12日は、
　　　　こどもの読書週間です☆

日にち▶４月１８日（土）
時　間▶10：00 ～11：00
場　所▶コミュニティセンター１階集会室
対　象▶幼児・小学生お話会サークル『ゆびとま』
問合せ▶図書館（☎54-0222）

春のスペシャルおはなし会
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対象▶乳幼児（幼稚園に入園まで）とその保護者
場所▶地域子育て支援センター（和木保育所２階）
　　　（☎53-5551）

すっくちゃん

4 月の行事（うきうきタイム）
4月　7日（火）　お花見（10：30～）
　　14日（火）　発育測定（来所順）
　　17日（金）　作ってあそぼ
　　28日（火）　誕生日会

日時▶毎週火・金曜日　９時３０分～１２時
　　　※4月 3日（金）・5月 5日（火）はお休み
　うきうきタイム（保育士による手遊び等）１１時頃～
　所庭での外遊び　　１１時３０分頃～

赤ちゃんから、幼稚園に
あがるまでのお子さん
あつまれ！！

　子育てサロン「たんぽぽ」では、親同士、子ども同
士のコミュニケーションのための場所を提供していま
す。お気軽にご参加ください。

日　時▶４月２１日（火）１０時～１１時３０分
対　象▶乳幼児（幼稚園に入園前まで）
内　容▶室内での遊び・茶話会
場　所▶和木２丁目第３集会所（山の手集会所）
※当日は、ピンクの幟を掲げています
参加費▶１家族１００円
問合せ▶和木町社会福祉協議会（☎５２－８６４４）

　いつでも、親子で遊べる場があったら…、そんな声か
ら生まれました。保健相談センター入り口にキッズコー
ナーを設置しました。
　おもちゃや絵本を置いています。終日、いつでもご利
用いただけます。お気軽にご利用ください。
※飲食は可能ですが、ごみの持ち帰りにご協力ください。

　地域子育て支援センター（和木保育所２階）には、
子どもさんが喜ぶおもちゃが充実しています。親子
のふれあいの場として、ご活用ください。季節にあ
わせた手遊び、リズム遊びを一緒に楽しみませんか？
工作、誕生日会、発育測定などの行事もあります。

うきうき広場

子育てサロン「たんぽぽ」
～親子で遊び、交流してみませんか？

4 月の行事
　（わくわくタイム）
4月　9日（木）お話会
　　16日（木）ガーランド作り

　保健相談センターの講堂を
親子ふれあいの場として開放
しています。広い部屋で思う
存分、子どもさんが遊んだり、
保護者同士が交流する場として、ご利用ください。
日時▶毎週木曜日　１０時～１５時
　　　わくわくタイム　　１１時頃から
（わくわくタイムを実施しない日もあります）

場所▶保健相談センター

わくわくルームわくわくルーム

小さい赤ちゃんでも安心です。
お気軽にご利用ください。
　日時▶４月２３日（木）
　　　　　１３時３０分～１５時 受付
　対象▶ 乳児・幼児　※事前申込み不要
　内容▶ 身長・体重測定
　　　　（希望者は、保健相談・栄養相談）
　場所▶保健相談センター　講堂

「日本の子育てと夜泣き」
　睡眠には深い眠り（ノンレム睡眠）と浅い眠り（レ
ム睡眠）がありますが、浅い眠りの時に目が覚めて
泣くことを「夜泣き」と言っています。10 人中 6
～ 7 人が経験しますので、発育過程で一般的に起こ
ることです。対処法として、生活のリズムをつける
（朝同じ時間に起こし、太陽の光を浴びさせる、お
天気が良ければお散歩も）ことを心がけましょう。
　「だいすき！私の赤ちゃん　ママと赤ちゃんのた
めの子育て応援BOOK」より抜粋

和木町母子保健推進協議会

～ 子育て中のパパ、ママへ ～

保健相談センターに
キッズコーナーを設置しました

すくすく計測相談会

くじらのトンネルは
幼稚園の作品です。
遊びに来てね。
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　そんな共通の目的で集まった保護者同士が、協力し合って、子育てサークルを作ってみませんか？
●対象となる子育てサークル
　①代表者及びメンバーの 2/3 以上が、和木町に在住
　②乳幼児とその保護者で構成されること
　③サークルには、誰でも参加できるなど、オープンなもの
　　以下の活動に関係する団体は、対象除外となります。
　　　・政治活動　　　・宗教活動　　　・営利目的
問合せ・申込み▶保健相談センター（☎５２－７２９０）

子育てサークルをつくりませんか？
「親子で外出したい」「子育ての情報を交換したい」「親子でいろんな遊びをしたい」「楽しい行事をしたい」

　対象者▶町内に住民票がある乳幼児及び児童・生徒
　予診票▶和木町の予診票をご利用ください。
　　　　　※予診票を紛失した場合は保健相談センターでお渡ししますので、必ず接種前に取りに来てください。
　費　用▶無料（公費負担のため）　携行品：母子健康手帳・予診票
　問合せ▶保健相談センター（☎５２－７２９０）

※１　接種時期が遅れると接種回数が変わります。詳しくは保健相談センターにお問い合わせください。
※２　平成７年から平成18年度に生まれた方は、積極的勧奨が差し控えられていたため日本脳炎の予防接種が完了していない場合があります。

母子健康手帳を確認の上、不足分を接種することが可能です。
※３　平成 25 年６月 14 日に厚生労働省の審議会が行われ、予防接種後にワクチンとの因果関係を否定できない痛みが続く事例があることが

報告され、このような事例の発生頻度等がより明らかになり、適切な情報提供ができるまでの間、接種を受けることを積極的にお勧め
しない方針がまとめられました。
　和木町では、上記の状況を踏まえ、厚生労働省より新たな見解が示されるまでの間、子宮頸がん予防ワクチンの接種についてのご案
内を一時的に見合わせています。なお、ワクチン接種の有効性とリスクをご理解のうえで接種を希望される方は、引き続き、定期予防
接種として全額公費により接種を受けることができます。

〈予防接種の種類と対象〉

●利用できる内容
　①和木町保健相談センターの施設の使用
　②活動内容の相談

子 ど も の 定 期 予 防 接 種 の お 知 ら せ
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元気アップ教室

●作り方
①下準備
さといも・にんじん・れんこん・ごぼう…皮を除き、乱切り。
干ししいたけ…やわらかくなるまで、水につけておく。
もどし汁はとっておく。石づきをとり、いちょう切りにする。
こんにゃく…乱切りにする。
焼き豆腐…野菜より、やや大きめに切る。
鶏肉…一口大に切る。

②材料を煮る
鍋にさといも、にんじん、れんこん、ごぼうい、干ししいたけ、こんにゃくを入れ
る。干ししいたけのもどし汁と水を加えて、火にかける。しょうゆで味付けをす
る。沸騰したら、焼き豆腐、鶏肉を加える。２０～３０分煮る。やわらかくなった
ら、みりんを加える。弱火で煮込んで出来上がり。

（１人分エネルギー　127キロカロリー）

大平（おおひら）
（材料４人分）

4月

さといも………………１４０ｇ
にんじん…………………６０ｇ
れんこん………………１２０ｇ
ごぼう……………………６０ｇ
干ししいたけ……………１０ｇ
干ししいたけのもどし汁＋水
　　　　　　　………２カップ
こんにゃく……………１４０ｇ
焼き豆腐………………１００ｇ
鶏肉……………………１００ｇ
みりん…………………小さじ２
しょうゆ………大さじ２＋1/2

　健康のためにできること……、まず
は、自分のからだを知ることです！
　今回は、骨密度測定です。
日　時▶４月１５日（水）１０時～１５時
対　象▶一般の方
内　容▶体組成測定※申込み不要
場　所▶保健相談センター
問合せ▶保健相談センター
　　　　　　　　　（☎５２―７２９０）

自分のからだ測定会
～ 健康と体力 向上事業 ～

　誰でも無理なくできる、椅子に座っての
筋肉トレーニングを紹介します。
　日　時▶４月１７日（金）
　　　　　　　　　１３時３０～１５時
　内　容▶イスでの簡単な運動
　準　備▶動きやすい服装・室内シューズ・
　　　　　タオル・飲み物
　申込み▶４月１５日（水）まで
　　　　　（定員１５名）
　問合せ▶保健相談センター

（☎５２－７２９０）

筋力アップ編

母推さん（母子保健推進員）
募  集！

母推さん（母子保健推進員）
募  集！

母推さん（母子保健推進員）
募  集！

　イベントや広報を通して、同じ地域に
暮らしている方の子育てを応援しませんか？
　子育て中の方、子育てが一段落ついた方、どなたでも大
歓迎です。
主な活動▶健康や子育てに関するイベント・広報
（例）
・すくすく計測相談会で子どもさんの見守り、場の提供
・各種イベント（親子ビクス、すくすくフェスタ等）の
企画、運営

応募方法▶母子保健推進協議会事務局
　（保健相談センター内）まで、ご連絡下さい。（4/30 締切）
問合せ▶保健相談センター（☎52－7290）

たっぷりの野菜がとれ、根菜の噛みごたえもあり、栄養満点の郷土料理です。（和木町食生活改善推進協議会１班）

か
ら
だ

応
援
ペ
ー
ジ

問合せ
申込先

保健相談
センター

（☎52-7290）

　予防接種法施行令の一部改正に伴い、成人用肺炎球菌ワクチン予防接種が
定期接種化されました。
　実施期間▶平成２７年４月１日（水）～平成２８年３月３１日（木）（転出後、無効）
　対 象 者▶これまでに肺炎球菌ワクチンを一度も接種したことがない方で①

②いずれかに該当する方。
　①平成２７年度内に６５歳・７０歳・７５歳・８０歳・８５歳・９０歳・９５歳・
　　１００歳になる方
　（年齢対象となる方に、通知を送らせていただきます。）
　※ただし、平成 25・26・27年度に、町の制度を利用された方は、除外しています。
②６０歳以上６５歳未満の方であって、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能又は
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有する方
予診票の交付▶通知された書類を保健相談センターに提出し、予診票の交付

を受けてください。代理人が提出する場合は本人の記入・押
印が必要です。

　自己負担額▶２，７６０円（生活保護受給者は無料、生活保護証明書が必要）
　問合せ▶保健相談センター（☎５２－７２９０）

成人用肺炎球菌ワクチン予防接種
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がんは、早期発見すれば
９０％以上が治ります

総合健診申込書を世帯別に配布します。
保健相談センターまで、提出をおねがいします。

  申込み方法

　申込書は世帯主宛で、世帯内の対象年齢の方を名簿に記載しています
（年齢は平成 27年４月１日現在）。申し込む項目に○、受けない項目に×
を記入し、保健相談センター（☎52－7290）へ提出して下さい。
（４月 17日までに申込書が届かない場合は、お問合せください）

和木町健診・がん検診
申込みのおしらせ

和木町健診・がん検診
申込みのおしらせ

がんは高齢者だけの病気では、
ありません。４０代はがんが増え
始めるため、検診によって早期発
見することが大切です。

４０代
男性

大腸がん
…あなたに毎年必ず受けて欲しい、３つのがん検診（なりやすい順）…

1 胃 が ん2 肺 が ん3

５０代は そろそろ “がん年齢”。
でも、定期的な検診受診で、自
覚症状が出る前に、がんは早期
に発見できます。

5０代
男性

大腸がん
…あなたに毎年必ず受けて欲しい、３つのがん検診（なりやすい順）…

1 胃 が ん2 肺 が ん3

６０代を過ぎると、がんになる人
は激増。毎年、約１２万人の６０
代男性が、がんになっています。

6０代以上
男性

大腸がん
…あなたに毎年必ず受けて欲しい、３つのがん検診（なりやすい順）…

1 胃 が ん2 肺 が ん3

乳がんをはじめ、がんが増え始
める年代です。定期的な検診を
受けましょう。

４０代
女性

乳 が ん
…あなたに毎年必ず受けて欲しい、5つのがん検診（なりやすい順）…

1 子宮頸がん2 大腸がん3
胃 が ん4 肺 が ん5

子宮頸がんは、２０～３０代の
若年層がなりやすいがんです。

子宮頸がん検診は、
あなたの命と子宮を守るための
検診です。

2０代～
3０代
女性

５０代は、女性の身体が大きく変
わる年代。がんで死亡する人の
数も大きく増加します。

5０代
女性

乳 が ん
…あなたに毎年必ず受けて欲しい、5つのがん検診（なりやすい順）…

1 子宮頸がん2 大腸がん3
胃 が ん4 肺 が ん5

女性がなりやすい５つのがんは、
検診による早期発見で８０％以上
が治癒します。

6０代以上    
女性

大腸がん
…あなたに毎年必ず受けて欲しい、5つのがん検診（なりやすい順）…

1 胃 が ん2 乳 が ん3
肺 が ん4 子宮頸がん5

ぜひ、この機会に
がん検診を受ける
のじゃ！！

がんは、早期発見すれば
９０％以上が治ります
がんは、早期発見すれば
９０％以上が治ります

申込みは簡単！！

申込締切日は
4/24㈮

毎年、和木町で約1,000名の方が
受診されています。

がん検診PRキャラクター
けんしん君
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国民健康保険及び後期高齢者医療被保険者の方の
特定健康診査の実施方法について

国民健康保険被保険者の方へ

　平成２7年度の特定健康診査を次のように実施します。
　健康管理には、定期的に健康状態を確認することが重要です。特に特定健康診査は、生活習慣病の予防に繋が
ります。ぜひ、年に一度は特定健康診査を受診しましょう。

※被用者保険の被保険者の方（国民健康保険及び後期高齢者医療被保険者以外の方）は、それぞれの医療保険の保険者（保

険証の発行元）の実施方法に従ってください。和木町の集団健診では、各種のがん検診のみ受診できます。

※特定健診を申し込まれた方でも、実施日までに異動（被用者保険へ加入等）された方は、特定健診は受診できません

ので、ご了承ください。（各種のがん検診は受診できます）

※各種がん検診は、無料です。

問合せ▶保健福祉課
　　　　☎５２－２１９５

■高額な外来診療を受ける方へ
　限度額適用認定証等を提示すれば、
外来診療でも限度額までの支払いで済
みます。
非課税世帯▶
　限度額適用・標準負担額減額認定証
課税世帯（７０歳未満の方）▶　
　限度額適用認定証
課税世帯（７０歳以上の方）▶　
　必要ありません。（高齢受給者証のみ）
※認定証は、入院される場合もご利用
いただけます。
　　事前に申請が必要ですので、保健
福祉課へお越しください。

■70歳以上の方へ～病院に行く際、高齢受給者証が
　必要です～
　７０～７４歳の方が病院に係る際には、被保険者証（有効期
限：３月末まで）と高齢受給者証（有効期限：７月末まで）の
両方が必要です。

　被保険者証　　　　　　　　　　　高齢受給者証

　高齢受給者証の有効期限は
７月末までです。新しい保険
証が届いても、引き続きお使
いください。

19



平成27年度 国民年金保険料について
 ◆ 国民年金保険料　

　　　平成 27 年度の国民年金保険料額は、月額 15,590 円となりました。

 ◆ 口座振替・前納制度のご案内　

　　　現金で月々保険料を納付した場合に比べ、割引になり大変おトクです。

 国民年金保険料学生納付特例制度のご案内　

　２０歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が
猶予される『学生納付特例制度』があります。

《所得のめやす》　１１８万円＋｛扶養親族等の数×３８万円｝
　学生納付特例期間は、老齢基礎年金の受給資格期間には算入されますが、年金額の計算には反映されません。
　また、障害や死亡といった不慮の事態における障害基礎年金・遺族基礎年金についても、受給資格期間に算入さ
れます。受給資格要件を満たしていれば、満額の障害基礎年金・遺族基礎年金を受け取ることができます。
◎申請手続き
　学生納付特例制度を申請するには、承認を受ける必要がありますので、在学証明書又は学生証を持参してくだ
さい。
◎承認期間　　４月から翌年の３月です。
　※申請の届出が遅れた場合でも４月まで遡って特例を受けることができます。
☆平成２６年度に学生納付特例制度により保険料納付を猶予されている方で、平成２７年度も引き続き在学予定
の方へ、３月下旬に基礎年金番号等が印字されたハガキ形式の学生納付特例申請書が送付されています。

 【同一の学校に在学する場合】
　送られてきたハガキに必要最小限の記載事項を記入するだけで申請ができます。（在学証明書、または学生証
は不要です）

 【在学される学校等に変更のある場合】
　改めて在学の事実等について確認する必要があるため、ハガキで申請することはできません。保健福祉課又は
岩国年金事務所で申請を行ってください。（在学証明書、または学生証が必要となります）
※平成２７年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付を希望される場合は納付書を送付しますので、保
健福祉課又は岩国年金事務所までご連絡下さい。
問合せ▶岩国年金事務所（☎２４－２２２２）
　　　　保健福祉課（☎５２－２１９５）
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行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

相
続
、
遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

和
木
町
民
相
談
室
事
務
所
の
移
転

巡

回

相

談

住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度

固
定
資
産
税
台
帳
の
縦
覧

保
険
料
の
仮
徴
収

墓
地
永
代
使
用
料
の
変
更

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
で
は
、
生
活
保
護
受

給
者
及
び
生
活
困
窮
者
の
方
の
就
職
支
援
の

た
め
、
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
幅
広
く
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日 

4
月
14
日
㈫　

13
時
〜
16
時

場 

和
木
町
文
化
会
館
２
階
商
工
指
導
室

問 

岩
国
公
共
職
業
安
定
所（

☎
21
ー
3
2
8
1
）

　

町
内
に
住
宅
を
新
築
し
た
方
、
ま
た
は
建

設
さ
れ
た
新
築
住
宅
を
購
入
し
た
方
で
、
そ

の
資
金
を
金
融
機
関
等
か
ら
借
り
入
れ
た
方

に
対
し
て
、
そ
の
借
入
額
に
対
す
る
利
子
の

一
部
ま
た
は
全
部
に
つ
い
て
、
町
が
補
助
す

る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
新
築
住
宅
の
要
件

　

建
物
の
所
有
者
が
居
住
す
る
住
宅
で
、
人

の
居
住
用
床
面
積
が
60
㎡
以
上
あ
る
こ
と
。

※
借
家
と
し
て
建
築
さ
れ
た
住
宅
は
対
象
外

で
す
。

補
助
額
及
び
補
助
期
間

　

新
築
住
宅
の
建
設
ま
た
は
購
入
に
要
し
た

費
用
（
土
地
代
金
を
除
く
）
に
対
す
る
償
還

金
の
う
ち
、
利
子
に
相
当
す
る
額
（
年
額
上

限
6
万
円
）
を
60
ヶ
月
間
補
助
し
ま
す
。

申
請
方
法

　

居
住
開
始
か
ら
2
ヶ
月
以
内
に
、
必
要
書

類
を
添
え
て
役
場
都
市
建
設
課
に
申
請
し
て

下
さ
い
。

問 

都
市
建
設
課

（
☎
52
ー
2
1
9
7　

内
線
4
1
1
）

　

こ
れ
ま
で
和
木
町
役
場
議
会
棟
１
階
に

設
置
し
て
お
り
ま
し
た
和
木
町
民
相
談
室

を
左
記
の
と
お
り
移
転
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
事
務
所
移
転
た
め
の
準
備
期
間
中

は
、
和
木
町
企
画
総
務
課
に
お
い
て
ご
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

移
転
先 

社
会
福
祉
協
議
会
相
談
室

開
設
時
期 

4
月
中
旬

相
談
日 

毎
週
水
曜
日
・
金
曜
日

　

行
政
相
談
は
第
3
金
曜
日
10
時
〜
12
時

相
談
電
話
番
号 

52
ー
1
6
1
6

※
電
話
番
号
は
引
き
継
が
れ
ま
す
。

主
催 

あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

日 

4
月
17
日
㈮　

9
時
〜
12
時

場 

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー1階

集
会
室

※
ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

行
政
書
士　

用
皆
光
康

（
☎
0
9
0
ー
3
3
7
5
ー
1
1
5
2
）

縦
覧
で
き
る
人

　

町
に
固
定
資
産
税
を
納
め
て
い
る
人
、
ま

た
は
、
そ
の
代
理
人
（
委
任
状
が
必
要
）

※
自
己
資
産
に
関
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税

内
容
に
つ
い
て
は
、
4
月
中
旬
頃
に
送
付

予
定
の
「
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
明

細
書
」
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

●
縦
覧
・
閲
覧
の
際
に
必
要
な
も
の

　

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
・

納
税
通
知
書
な
ど
）、
代
理
人
は
委
任
状
、

借
地
・
借
家
人
の
場
合
は
、
契
約
書
な
ど
の

権
利
が
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

縦
覧
期
間 

4
月
1
日
㈬
〜
30
日
㈭

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く

縦
覧
場
所 

税
務
課
（
役
場
1
階
）

手
数
料 

閲
覧
・
証
明
に
は
、
通
常
は
手
数

料
が
か
か
り
ま
す
が
、
縦
覧
期
間
中
の
納

税
義
務
者
本
人
の
閲
覧
は
無
料
で
す
。

問 

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

●
介
護
保
険
料

●
国
民
健
康
保
険
料

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

年
金
か
ら
右
記
の
保
険
料
を
天
引
き
さ
せ

て
い
た
だ
く
方
に
、
保
険
料
の
「
仮
徴
収
額

決
定
書
」
を
4
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

　

年
間
の
保
険
料
は
、
26
年
中
の
所
得
が
確

定
す
る
7
月
に
再
算
定
し
た
後
、
保
険
料
額

決
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

各
種
お
知
ら
せ

・
・

・
・

口
座
振
替
に
変
更
も
で
き
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
料

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

国
民
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
場
合
、
確
定

申
告
時
の
社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
は
、
受

給
者
本
人
の
み
に
限
ら
れ
ま
す
。
口
座
振
替

に
変
更
す
る
と
、
本
人
以
外
で
も
控
除
を
適

用
で
き
ま
す
。
変
更
を
希
望
す
る
方
は
、
役

場
で
変
更
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、滞
納
が
あ
る
方
は
変
更
で
き
ま
せ
ん
。

※
変
更
に
必
要
な
も
の

　

被
保
険
者
証
、
通
帳
、
金
融
機
関
使
用
印

問 

介
護
保
険
料

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
6
）

　

国
民
健
康
保
険
料

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　

税
務
課
（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

　

道
海
公
園
の
墓
地
永
代
使
用
料
が
、
6
月

1
日
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

現 

54
万
円
↓ 

新 

56
万
円

注
意

・
現
在
の
金
額
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に

は
、
5
月
29
日
㈮
ま
で
に
墓
地
使
用
許
可

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
墓
地
の
区
画
は
申
請
順
で
区
画
を
選
ぶ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
納
入
期
限
内
に
支
払
い
が
な
い
場
合
、
許

可
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
町
に
1
年
以
上
住
所
又
は
本
籍
を
有
す
る

等
の
資
格
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問 

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

21



　

和
木
町
の
子
育
て
に
か
か
わ
る
団
体
が
集

ま
っ
て
、
活
動
を
紹
介
し
た
り
、
親
子
で
遊

べ
る
空
間
を
提
供
し
ま
す
。

　

家
族
で
遊
び
に
来
て
下
さ
い
。

日 

6
月
6
日
㈯　

9
時
30
分
〜
12
時

対　

象 

主
に
乳
幼
児
と
ご
家
族 

場 

・ 

問 

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
7
2
9
0
）

日 

6
月
6
日
㈯　

10
時
〜

場 

和
木
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

和
木
町
総
合
福
祉
会
館

〝
今
年
は
何
か
が
違
う
〞お
た
の
し
み
に
！

主
催 「
和
木
町
福
祉
ま
つ
り
」
実
行
委
員
会

皆
さ
ん
の
写
真
を
募
集
し
ま
す

テ
ー
マ
「
わ
た
し
」
と
「
宝
物
」

大
き
さ 

2
Ｌ
サ
イ
ズ

写
真
の
裏
に
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
記
入

締
切
り 

5
月
20
日
㈬

提
出
先 

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

掲
示 

6
月
6
日
開
催
の
福
祉
ま
つ
り
会
場

で
掲
示
し
ま
す

参
加
賞 

応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
差
し
上

げ
ま
す

問 

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

す
く
す
く
フ
ェ
ス
タ
in
わ
き

福

祉

ま

つ

り

体
育
セ
ン
タ
ー
休
館
の
お
知
ら
せ

和
木
町
春
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　

3
月
14
日
、
体
育
セ
ン
タ
ー
で
「
平
成

26
年
度
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
修
了
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
修
了
生
27
名
を
代
表

し
て
サ
ッ
カ
ー
部　

粟
田
翔
斗
君
が
、
指

導
者
や
保
護
者
の
方
々
に
お
礼
の
言
葉
を

伝
え
ま
し
た
。
ま
た
、
修
了
生
か
ら
下
級

生
に
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
が
よ
り
発

展
す
る
よ
う
に
と
、
団
活
動
で
必
要
と
な

る
用
具
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
の
意
義
に
則
り
、

勝
ち
負
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
こ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
礼
儀

や
マ
ナ
ー
を
学
び
、
心
身
と
も
に
健
全
な

成
長
を
遂
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
望
み
ま

す
。

日
・
場 

2
月
22
日　

山
口
県
鴻
城
高
校

Ａ
級
3
位 

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

日
・
場 

3
月
14
日　

下
松
市
ス
ポ
ー
ツ
公
園

Ｂ
級
準
優
勝 

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

山
口
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
伴
う
休
館

　

4
月
11
日
㈯
9
時
〜
13
日
㈪
12
時

和
木
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
伴
う
休
館

　

4
月
25
日
㈯
9
時
〜
27
日
㈪
12
時

※
体
育
セ
ン
タ
ー
及
び
町
民
庭
球
場
は
、
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

※
ま
た
、
窓
口
で
の
申
込
受
付
等
も
お
受
け

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日 

6
月
6
日
㈯　

9
時
〜

場 

町
民
庭
球
場

主
催 

体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

参
加
料 

1
ペ
ア　

1
，
0
0
0
円

　
（
当
日
徴
収
）

試
合
方
法

　

日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
競
技
規
則

申
込
締
切 

5
月
23
日
㈯

問
・
申 

体
育
協
会
事
務
局

（
体
育
セ
ン
タ
ー
内
）（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

　
（
５
年
生
以
下
大
会
）

日
・
場 

3
月
7
日　

サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
周
東

優　

勝 

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

日
・
場 

2
月
8
日　

由
宇
小
学
校

Ｃ
級
準
優
勝 

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

２
０
１
４
年
度
岩
国
リ
ー
グ
新
人
戦

第
２
回
由
宇
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
長
杯

第
６
回
小
郡
近
郊
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
修
了
式

　
「
や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り
県
民
税
」
の
実

施
期
間
が
、
平
成
31
年
度
ま
で
5
年
間
、

延
長
さ
れ
ま
す
。 （
個
人
：
年
額
5
0
0
円
）

や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り
県
民
税

第
６
回
サ
ン
リ
フ
ォ
ー
ム
カ
ッ
プ

周
南
市
近
郊
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ス
ポ
ー
ツ

あ
わ
た
し
ょ
う
と

固
定
資
産
税
・
・
・
・
・
・
・
・
・
1
期
分

町
営
住
宅
使
用
料
・
・
・
・
・
・
・
4
月
分

納
期
限 

4
月
30
日
㈭

問 

税
務
課
（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

今

月

の

納

税
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和

木

短

歌

会

和

木

俳

句

教

室

庭
の
梅
紅
白
と
も
に
あ
ま
た
咲
く

と
し
む
ご
と
く
春
雨
け
ぶ
る

「
甲
子
園
み
ん
な
の
思
い
抱
き
行
く
」

夢
を
詠
み
た
る
蓮
人
が
ん
ば
れ

眼
鏡
か
け
時
間
を
か
け
て
一
匹
の

秋
刀
魚
食
す
る
一
人
の
夕
餉

さ
か
ま
く
雪
急
流
に
落
ち
消
え
て
ゆ
く

稲
荷
神
社
に
向
か
う
坂
道

わ
く
わ
く
ル
ー
ム
に
吾
の
紙
芝
居
見
て
る
子
の

目
が
と
じ
て
ゆ
く
あ
ら
も
う
ね
ち
ゃ
っ
た

内
か
外
ゆ
き
は
ぐ
れ
た
る
豆
ひ
と
つ

敷
居
に
残
る
春
立
つ
朝

森
本　

初
子

向
田
登
美
子

正
中
ツ
ヤ
子

灰
岡　

裕
美

横
川
美
代
子

藤
上　

紀
子

夕
暮
れ
の
川
辺
に
集
ふ
残
り
鴨

捨
て
榾
に
生
る
る
分
厚
き
春
子
か
な

草
の
芽
や
歩
む
幼
の
赤
い
靴

春
耕
や
よ
ろ
け
し
跡
の
点
々
と

庭
先
の
蕾
ふ
く
ら
む
黄
水
仙

一
葉
の
水
脈
曳
く
舟
風
光
る

越
智　

幸
子

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

あ
り
ま
す
。

　

分
割
払
い
は
、
支
払
い
回
数
が
多

い
ほ
ど
高
い
利
率
の
手
数
料
が
か
か

り
ま
す
。
支
払
い
回
数
を
指
定
で
き

る
た
め
支
払
い
が
終
わ
る
時
期
を
把

握
し
や
す
い
で
す
が
、
複
数
の
買
い

物
を
し
て
い
く
と
、
一
月
の
返
済
額

が
高
額
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い
は
、
月
々
の

支
払
額
が
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、
家

計
管
理
が
し
や
す
い
方
法
と
い
え
ま

す
。

　

し
か
し
、
手
数
料
が
常
に
残
高
に

対
し
て
発
生
す
る
た
め
、
新
た
な
買

い
物
を
す
れ
ば
、
支
払
総
額
と
支
払

い
回
数
が
増
え
て
い
き
ま
す
。

　

無
計
画
に
利
用
し
て
い
る
と
、
本

人
で
さ
え
、
い
つ
払
い
終
わ
る
の
か

分
か
ら
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

【
相
談
】

　

社
会
人
に
な
り
、初
め
て
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
を
作
り
ま
す
。
ど
の
よ
う

な
こ
と
に
気
を
付
け
れ
ば
い
い
で
す

か
。

【
処
理
】

　

カ
ー
ド
の
申
込
時
に
は
、
支
払
い

方
法
を
し
っ
か
り
確
認
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い
を

利
用
す
る
と
き
は
、
常
に
利
用
額
と

手
数
料
を
把
握
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

春
は
、入
学
、転
勤
な
ど
で
、ア
パ
ー

ト
な
ど
の
賃
貸
借
契
約
を
結
ぶ
こ
と

が
多
く
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
支

払
い
方
法
に
は
、
翌
月
一
括
払
い
、

分
割
払
い
、
ボ
ー
ナ
ス
一
括
払
い
、

リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い
な
ど
の
方
法
が

（
3
月
句
会
）

れ
ん
と

さ　

ん　

ま

は
る　

た

あ
し
た

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 117

問
合
せ
▼

●
企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

●
山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

家
庭
の
中
か
ら
交
通
安
全

　

子
ど
も
た
ち
は
お
と
な
の
行
動
の
ま
ね
を

し
ま
す
。ま
ず
は
大
人
が
交
通
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
し
っ
か
り
守

り
、
子
ど
も
た
ち
に

お
手
本
を
示
し
ま

し
ょ
う
。

　
ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、
障

害
を
持
っ
た
人
の
社
会
的
な
活
動
や
経

済
的
な
自
立
を
促
し
、
障
害
者
の
社
会

参
加
を
図
る
た
め
の
施
設
で
す
。

手
づ
く
り
焼
き
た
て
パ
ン
の
販
売

日 

4
月
8
日
㈬　
15
時
〜
15
時
30
分

場 

総
合
福
祉
会
館

　
　
　
　
　
１
階
ロ
ビ
ー

出店料▶
　町内の方：２，０００円
　町外の方：３，０００円
開催日▶５月２４日（日）９時～

※飲食物の出店は
　できません。

ローズフェスタ 2015in 蜂ヶ峯
フリーマーケット出店者募集

クレジットカードの
使い方
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　和木町快適環境まちづくり町民会議では、家庭でできる身近な地球温暖化対策の一環として先着２０名の
方に「ゴーヤ」の苗を配布します。
　また、昨年から引き続き「和木町緑のカーテンコンテスト」を実施します。暑い夏をやわらげる涼やかな
街並みをつくりましょう。
　多数の皆様の応募をお待ちしております。

苗の配布について
配布対象：和木町在住の方
配布人数：先着２０名
配 布 数：最大１０苗　苗の配布は１世帯１人まで
締め切り：４月３０日（木）
希望される方は住民サービス課まで電話でご連絡ください。
配布は５月中旬以降になりますので、ご連絡させていただきます。

緑のカーテンコンテストについて
対象者
　和木町在住でご自宅に緑のカーテンをつくられる方
応募方法
・カーテンに使用する植物の種類は問いません。　
・カーテンをつくっていただき、役場に備え付けの応募用紙及び育成の状況が分かる写真を８月２８日㈮
までに住民サービス課へ提出。
・書類審査で優秀と認められた方には賞状及び副賞（和木町共通商品券）を贈呈します。

涼やかな街並みをつくろう！
～ゴーヤの苗を無料配布／緑のカーテンコンテスト開催～

　４月１日から、フロン排出抑制法が施行されます。
　オゾン層の破壊と地球温暖化の原因となるフロン類の排出抑制を一層強化するため、フロン回収・破壊法が改正
され、フロン類の製造、使用、廃棄に至る包括的な規制措置を講じる「フロン排出抑制法」となりました。
　フロン類（ＨＦＣ、ＨＣＦＣ、ＣＦＣ）が冷媒として使用されている業務用冷凍冷蔵・空調機器の管理者（機器
の所有者等）には、冷媒漏えい防止のための機器の点検、漏えい時の修理、修理なしでの充填の原則禁止、機器整
備の結果の記録・保存等が義務付けられます。また、一定量以上の冷媒の漏えいがある場合には、毎年度、国への
漏えい量報告が必要となります。
　制度の詳細は、下記の環境省ホームページをご覧ください。
http://www.env.go.jp/earth/ozone/cfc/law/kaisei_h27/index.html

冷凍冷蔵・空調機器をお使いの事業者の方へ

　
犬
の
登
録
（
生
涯
に
1
回
）
及
び
年
1
回

の
予
防
注
射
（
生
後
91
日
以
上
の
犬
）
は
狂

犬
病
予
防
法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、

違
反
し
た
場
合
は
罪
に
問
わ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
飼
い
犬
を
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
事

前
に
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ハ
ガ
キ

と
料
金
を
持
参
し
、
お
近
く
の
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
会
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
ま
だ
、

犬
を
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
前
日
ま
で

に
役
場
で
登
録
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日 

4
月
22
日
㈬
　
雨
天
決
行

問 

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

狂
犬
病
予
防
一
斉
注
射
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100 200100200 00

5
28

59
90

138
147

221
247

148
178

234
193

219
208
207

171
187

153
172

184

2 4
21

65
100

168
159

205
209
203
203

155
176

231
205

189
159

144
150
157

189
180

男　3,191人
（－6）

女　3,272人
（＋3）

平成27年3月1日現在
総人口　6,463人

世帯数　2,782世帯

和木町の面積　10.58km
（　）内は前月比

（－3）

（＋1）

町
職
員
の
異
動
「
敬
称
略
」（
　
）
内
は
旧
職

●
企
画
総
務
課

　
秋
﨑
　
武
司
　
係
長

（
教
育
委
員
会
事
務
局
係
長
）

　
倉
八
　
大
介
　
係
長
　
　
　（
同
課
主
事
）

　
岡
　
　
修
平
　
主
事
補
　
　（
新
規
採
用
）

●
税
務
課

　
吉
岡
　
　
司
　
　
課
長
補
佐

（
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　
中
島
　
裕
之
　
係
長
（
企
画
総
務
課
係
長
）

●
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
宮
本
　
啓
治
　
課
長
補
佐

（
体
育
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　
嘉
屋
　
信
明
　
課
長
補
佐

（
保
健
福
祉
課
課
長
補
佐
）

●
保
健
福
祉
課

　
栗
本
　
智
行
　
課
長
補
佐
（
税
務
課
係
長
）

　
池
田
　
　
剛
　
課
長
補
佐
（
同
課
係
長
）

　
小
清
水
　
緑
　
主
事
補
　
　（
新
規
採
用
）

●
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　
藤
川
真
由
美
　
所
長
　
　
　（
同
所
係
長
）

　
三
國
真
莉
菜
　
保
健
師
　
　（
新
規
採
用
）

●
都
市
建
設
課

　
上
村
　
克
司
　
課
長
補
佐
（
税
務
課
係
長
）

　
有
野
　
剛
功
　
係
長

（
教
育
委
員
会
事
務
局
主
事
）

　
幸
松
　
真
吾
　
主
事
補
　
　（
新
規
採
用
）

●
会
計
室

　
栗
森
　
直
美
　
室
長

（
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
）

教
職
員
の
異
動
「
敬
称
略
」

【
転
出
者
】（ 

）
内
は
転
出
先

●
和
木
小
学
校

　
岡
田
　
敏
男
　
教
頭

（
浅
田
小
学
校
　
校
長
）

　
井
上
　
裕
美
　   

（
美
和
東
小
学
校
）

●
和
木
中
学
校

　
吉
村
　
　
健
　
教
頭

（
本
郷
中
学
校
）

　
大
廣
　
紘
巳
　
　
　（
平
田
中
学
校
）

　
岡
﨑
千
賀
子
　
　
　（
川
下
中
学
校
）

　
今
地
　
友
美
　
　
　
　（
灘
中
学
校
）

　
山
田
　
泰
典
（
鼓
南
中
学
校
　
教
頭
）

【
転
入
者
】（ 

）
内
は
前
任
校

●
和
木
小
学
校

　
德
光
　
哲
生
　
教
頭

　（
山
口
大
学
附
属
山
口
小
学
校
　
教
諭
）

　
河
辺
　
拓
也
　
　
　
　（
新
規
採
用
）

●
和
木
中
学
校

　
山
本
　
晴
彦
　
教
頭

（
周
防
大
島
町
教
育
委
員
会
）

　
讃
井
　
洋
子
　
　
　（
美
川
中
学
校
）

　
湯
浅
　
　
実
　
　
　（
平
田
中
学
校
）

　
金
山
　
法
照
　
　
　（
情
島
中
学
校
）

　
地
紙
　
文
子
　
　
　（
通
津
中
学
校
）

　
山
本
　
成
子
　
　
　（
桑
山
中
学
校
）

　
米
田
　
元
輝
　
　（
西
岐
波
中
学
校
）

職
員
の
異
動

職
員
の
異
動

職
員
の
異
動

４
月
１
日
付

４
月
１
日
付

●
議
会
事
務
局

　
田
中
　
敬
子
　
局
長

（
保
健
福
祉
課
課
長
補
佐
）

●
教
育
委
員
会
事
務
局

　
藤
川
　
直
紀
　
局
長
補
佐

（
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
）

　
與
三
本
高
志
　
係
長（

企
画
総
務
課
係
長
）

●
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
永
井
　
　
博
　
所
長

（
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
課
長
補
佐
）

●
体
育
セ
ン
タ
ー

　
児
玉
　
健
次
　
所
長

（
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
課
長
補
佐
）

●
幼
稚
園

　
守
田
奈
津
美
　
教
諭
　
　
　（
新
規
採
用
）

退
職

　
木
村
　
悟
昌
　
　
　
　
　（
会
計
室
室
長
）

　
中
村
　
充
子
　

　（
議
会
事
務
局
局
長
）

　
藤
岡
　
　
隆
　（
都
市
建
設
課
課
長
補
佐
）

　
藤
本
　
和
則
　（
都
市
建
設
課
課
長
補
佐
）

再
任
用

　
藤
岡
　
　
隆
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